
シラバス区分 学部生

回

3回
水質試験法（1）：飲料水、河川水の理化学的検査（外観、温度、臭気、味、色度、濁度、ｐＨ、浮遊物質、残留塩素、塩化物イオン、硬
度、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素）①（林＊、田野、教育協力者）

2回 河川水質調査：流量測定、外観（色、臭気）、水温、透視度、ＣＯＤ､ＤＯの固定、水生生物調査②（林＊、田野、教育協力者）

1回
生活環境・環境保全分野のオリエンテーション
河川水質調査：流量測定、外観（色、臭気）、水温、透視度、ＣＯＤ､ＤＯの固定、水生生物調査①（林＊、田野、教育協力者）

授業計画（項目・内容と方法・担当者）

履修時期

④ 医学検査とそれぞれに関連した幅広い分野の発展・向上のために、自らの能力を高める自己教育力を身につけている。

⑤ 科学的思考力に基づき、医学検査の進歩・発展に対応できる学究的態度を身につけている。

○ ⑥ 医学検査を通して、社会の多様性に合わせた貢献ができる基礎的能力を身につけている。

学年 学期
科目区分 科目コード 開講学科 科目名（上段：和名、下段：英名） 時間 単位選択区分

田野 ゆづき

臨床検査学科 必修
Practice in Public Health 

45

④ 看護の対象が、その人らしく生きられるように、科学的根拠に基づいた看護が実践できる能力を身につけている。

専門基礎科目 171 2年 後期

担当教員

1

鳥居 順子 林 弘＊ 佐川 輝高＊

関連するDPキーワード（臨床検査学科）

授業目的

到達目標（授業目標）

各種生活環境を公衆衛生学的立場から測定し、これを評価する方法論を修得する。
各項目について①測定法の原理を説明できる。②基準値の意味を説明できる。③規制（法規）を説明できる。

健康管理上不可欠である身近な日常的生活環境の衛生的要因の測定法を理解する。測定結果をもとに公衆衛生学的背景や基準値の意味の考察を試み
る。
日常生活環境の中で、健康管理に関わる社会的環境分野と狭義の生活環境や環境保全分野との2本立てで学ぶ。

公衆衛生学実習

関連するDPキーワード（看護学科）

⑤ 地域社会及び保健・医療・福祉分野における多職種と連携・協働し、看護職の役割を拡大できる基礎的能力を身につけている。

カリキュラム区分 4カリ

⑥ 看護専門職として、主体的・創造的に継続学習に取り組む能力を身につけている。

⑦ グローバルな視点で看護実践を科学的に探究し、看護を発展させる基礎的能力を身につけている。

○ ① 幅広い知識・教養をもとに、医学検査の対象となる人を総合的に理解し、その人の権利や意思を尊重することができる。

② 医学的に必要な専門知識・技術を備え、検査データを総合的に解析する力を身につけている。

○ ③ 多職種間で連携・協働しながら医学検査の専門家として貢献できる力を身につけている。

① 幅広い視野と豊かな感性を身につけ、人々の権利や意思を尊重した倫理的な看護が実践できる。

② 他者との関係性を成立・発展させるためのコミュニケーション能力を身につけている。

③ 地域で生活する複雑・多様な対象を、専門的知識に基づき総合的に理解するための基礎的能力を身につけている。



24回

食品衛生試験法（２）：牛乳の成分規格試験（比重、乳酸酸度）①（佐川＊、田野）

実務家教員

教科書 なし

参考図書等

28回

29回

30回

成績評価方法及び基準

鳥居・佐川非常勤講師担当分野50％（レポート45％＋受講態度5％）、林非常勤講師担当分野50％（レポート20％＋受講態度10％＋筆記試験20％）
と配点し、総得点で評価する。60点以上を合格とする。

26回

27回

22回 健康度測定法（１）：栄養調査、体格（体脂肪率）、生活活動度②（鳥居、田野）

23回 公衆衛生学のまとめ：公衆衛生学のまとめ（学校保健ほか補足）（鳥居）

4回
水質試験法（１）：飲料水、河川水の理化学的検査（外観、温度、臭気、味、色度、濁度、ｐＨ、浮遊物質、残留塩素、塩化物イオン、硬
度、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素）②（林＊、田野、教育協力者）

16回 食品衛生試験法（１）：タール色素の検出（クロマトグラフィー）②（佐川＊、田野）

17回 食品衛生試験法（１）：タール色素の検出（クロマトグラフィー）③（佐川＊、田野）

18回

水質試験法（２）：飲料水、河川水の理化学的検査（過マンガン酸カリウム消費量、溶存酸素）②（林＊、田野、教育協力者）

5回

15回 食品衛生試験法（１）：タール色素の検出（クロマトグラフィー）①（佐川＊、田野）

12回 健康度測定法（１）：栄養調査、体格（体脂肪率）、生活活動度①（鳥居、田野）

11回

授業時間外の学習について（授業準備のための指示）

各テーマ単位でレポートを作成する。
第22回でデータとして使用するため、食物摂取頻度調査に回答するとともに、1週間の食事や身体活動を記録する。

関連科目

19回 食品衛生試験法（２）：牛乳の成分規格試験（比重、乳酸酸度）②（佐川＊、田野）

20回 健康度測定法（２）：フリッカー値、聴力検査、呼気中一酸化炭素濃度、肺年齢①（鳥居、田野）

21回 健康度測定法（２）：フリッカー値、聴力検査、呼気中一酸化炭素濃度、肺年齢②（鳥居、田野）

25回

社会的環境分野のオリエンテーション：実習の進め方、事前準備（試料採取）、測定値の処理（鳥居、田野）

14回 衛生試験の細菌学的検査：一般細菌数、大腸菌と大腸菌群（定性）、水と牛乳（鳥居）

10回
空気環境試験法（２）：物理的環境（照度、紫外線、騒音、周波数分析、放射線）② （林＊、田野、教育協力者）
および生活環境・環境保全分野のまとめ

13回
保健衛生統計演習：保健衛生統計指標の実際（健康の測定と健康指標〔病気/死亡〕、人口統計〔人口静態/人口動態/平均余命〕）、保健
衛生統計指標の算出（ROC曲線）（鳥居）

9回  空気環境試験法（２）：物理的環境（照度、紫外線、騒音、周波数分析、放射線）①（林＊、田野、教育協力者）

8回
空気環境試験法（１）：温熱環境（気温、気湿、気流、感覚温度、輻射熱）、空気成分（塵埃、一酸化炭素、二酸化炭素、有害ガス）②
（林＊、田野、教育協力者）

7回
空気環境試験法（１）：温熱環境（気温、気湿、気流、感覚温度、輻射熱）、空気成分（塵埃、一酸化炭素、二酸化炭素、有害ガス）①
（林＊、田野、教育協力者）

6回

田野 ゆづき臨床検査技師（医療機関）

水質試験法（２）：飲料水、河川水の理化学的検査（過マンガン酸カリウム消費量、溶存酸素）①（林＊、田野、教育協力者）

食品衛生学

前科目

後科目

169 170 172

454

環境衛生学 公衆衛生学(共通） 疫学（共通）

小山洋「シンプル衛生公衆衛生学2023」（南江堂）、照屋浩司・川村堅「最新臨床検査学講座 公衆衛生学」（医歯薬出版）
日本薬学会編「必携・衛生試験法 第3版」（金原出版）、日本薬学会「衛生試験法・注解2020」（金原出版）ほか



備考
一部の項目は機器等の都合で小班に分割しローテーションで実施する。
曜日や天候の関係で順番を入れ替えることがある（掲示やオリエンテーションで別途指示、掲示に注意）。


